
「スーパーサイエンス講座」を実施 

白河市教育委員会の先生が「3年生の国語の授業」を参観 

生徒の活動の様子が新聞やパンフレットに掲載 
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1２月７日（月）に、福島大学共生システム理工学類長の佐藤 理夫（みちお）教授を講師としてお招きし、「再

生可能エネルギーで豊かな福島に！」という演題で「スーパーサイエンス講座」が開催されました。地球温暖化

を抑止するために、再生可能エネルギーの実験を交えて、今後のエネルギーの供給や活用方法についてお話をい

ただき、生徒の皆さんはメモを取りながら真剣に講義を受けていました。講義のまとめに「原発にも化石燃料に

も頼らない、再生可能エネルギー100％の社会の実現のために、福島の豊かな資源で豊かな生活を目指した福島

で育ったシステムが日本を救う」という先生の言葉がとても印象的でした。 

これからの地球環境を維持していくための「持続可能な開発目標（SGDｓ）」の7番目の目標の「エネルギー

をみんなにそしてクリーンに」と13番目の目標の「気候変動に具体的な対策を」について、我々も意識をして

行動しなければならないと強く感じました。福島県は、この10年間、東日本大震災からの復興のために国をリ

ードして再生可能エネルギーの活用の研究と実践を行ってきました。これから10年後、20年後、50年後の

福島の未来や日本の未来、地球の未来を担っていくのは、生徒の皆さんです。よりよい社会や環境の持続を目指

して一人ひとりが真剣に問題と向き合い、みんなで考え、行動していける大人になっていってほしいです。 

 

 

12月 8日（火）に藤井先生による3年生の国語の研究授業が

行われました。和歌を現代詩化する授業で、学校司書の鈴木佐知

先生が白河市立図書館から準備してくださった資料を使って、和

歌に表現されている心情や情景の理解を写真や表現技法などの根

拠となるポイントをグループで話し合い、対話を通して理解を深

めていました。 

 授業の様子を、白河市教育委員会 指導主事の鈴木先生が参観な

され「全

員が学習

課題に対して真剣に取り組み、自分の意見をもち、グル

ープで意見を交わして理解を深めていて大変すばらし

い」とお褒めの言葉をいただきました。3年生は、進路

を達成させるために、日々努力していることと思います

が、大切なのは、普段の授業です。授業の中で、知識や

技能を定着させ、考えや判断、表現できる力を身に付け

られるよう取り組んでください。 

 12月 7日（月）の民友新聞に五箇音頭の音源録音の

記事が掲載されました。また、琴平メイさんの音楽事務

所の紹介パンフレットに五箇中学校の鑑賞教室での演

奏の写真を載せていただきました。 

【関係した方々への御礼】 

【再生可能エネルーの実験する生徒】 【佐藤教授による講義】 【SDGｓについての説明】 

【３年生の国語の授業の様子】 


